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競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業／水素ステーションの低コスト化・高度化に係る技術開発
マルチフロー対応水素計量システム技術に関する研究開発
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■ 事業の目的・目標 ■ 事業イメージ

水素利活用の拡大のために、バス、トラックやトレーラーなど大型商用車 “Heavy
Duty Vehicles（HDV）”、鉄道、船舶などの大型モビリティを普及させる取組が政
策的に行われている。
HDVへの充填技術・プロトコルや計量技術の開発を目的として福島水素充填技
術研究センターが整備され、従来の水素ステーションで燃料電池自動車への水素
充填に用いられているNormal Flow充填ラインを2系統有したNF-Twin型水素ディ
スペンサー（最大流量120 g/s）とともに、商用車対応のMedium Flow充填ラインを
2系統有したMF-Twin型水素ディスペンサー（最大流量180 g/s）が整備されてい
る。今後のHDV等の社会実装のためには、これらの様々な充填技術の開発成果
に対応した計量技術の開発及び高度化が必須であり、急務である。
本開発事業では、福島水素充填技術研究センターをはじめとする国内の水素実
流試験設備を活用し、水素インフラにおけるNF充填からMF-Twin充填までのマル
チフロー対応可能なマスターメーター法による水素計量システム技術を開発する。

水素大流量試験設備を用いて校正した低高圧基準流量計（臨
界ノズル）により、マスターメーターの校正ステップ（フロー図）の削
減をすることによる検査装置の不確かさ低減（1.67 %）に向けた評
価試験を実施中。

◆ 水素計量の高精度化検討

◆ マルチフロー対応水素計量システム技術の開発

福島水素充填技術研究センターにてHDV充填プロトコル開発と連携し実車を用いた夏季/冬季でのMF-Twin
ディスペンサー計量実証を実施
1) 外気温の影響評価を含めた実証試験にて課題を抽出
2) 上記1)の結果をMF-Twin計量精度検査装置1ユニットの仕様へ落とし込み

■ 実用化・事業化の見通し
・実地データをもとにガイドライン改定案を作成する。その後、HySUTが主催する水
素計量TFを開催し検査周期や脱圧量の扱いについてのガイドラインの見直しを
検討する。

・検査周期を2年 or 3年から、条件付きで4年へ延長することを検討する。
・海外動向を踏まえて、JISやOIMLの適用や改正へ向けてのロビー活動を検討す
る。 OIML R139 精度等級4（使用公差：5 %（最大許容誤差））を目指す。

◆ 水素大流量標準の開発
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Accuracy class in OIML R139:2018

MF-Twin計量精度検査装置1ユニット

【設計要件】
MF-Twin充填の計量ができること。
・1Line（in）－2Line（out）
・2Line（in）－2Line（out）
計量ラインの使用機器は全てMF対応品
ディスペンサーホース・ノズル位置に対応し
た取り回しができること。
・片側側面2本ホース
・両側側面2本ホース

韓国標準科学研究院との二国間比較実施

MMユニット(小型)

ワイドレンジ対応流量計の器差特性

+ 0.5

- 0.5

NF MF

・NF-single － LDV：HTC（模擬容器、重量法計量精度検査装置）
・MF-Twin － MDV：FTC（模擬容器、HySUT号）
・MF-Twin － HDV：FTC（実車、模擬容器、HySUT号）

クロスチェック試験方法 クロスチェック試験の器差データ

1) 水素ディスペンサーの計量誤差要因を明確にするため、水素ステーションデータを収集し、分析し、対応策を検討し、実
証試験を行う。

2) 検査手順を規定し、安定的な作業の実施を可能にする。

・MFにおいても、安定性のある計量手法を確立し、性能調査・経年変
化を調査する。1:300ワイドレンジ（0.018 kg/min～5.4 kg/min）での実
ガス計量を達成する。

■ 2025年の主な成果

■ 課題と今後の取組
・福島水素充填技術研究センターにおいて実証試験を実施し、計量精度検査技
術の課題を抽出、対策し、技術確立に十分なデータを集積する。

・水素ディスペンサーの計量誤差要因を明確にするため、水素ステーションに依頼し
てヒアリングを行い、データを収集・分析し、対応策を検討し、実証試験を行う。


